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●滴下をカウントするだけでなく、滴下量の推定も可能です。
●点滴中断、輸液切れ、フリーフローなどの異常検知が可能です。
●遠隔モニタリングと輸液狩猟時間の推定が可能です。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

現在、日本の医療現場で行われている点滴治療が行われています。海外では、輸液ポンプの使用が普通と
なっていますが、ポンプを使用するには費用や管理などさまざまな問題があります。また、点滴治療は体に
優しい治療である反面、管理が難しいところもあります。本研究では、点滴速度を自動的にモニタリングす
るだけでなく、輸液切れやフリーフロー等の異常発見も可能にします。このシステムを活用することで、点
滴医療の安全、安心を実現します。

【研究シーズの概要】

●滴下で流量を測定する分野での活用

【産業界での展開・用途】

点滴管理を容易にする
モニタリングシステム

【研究シーズテーマ】

生命学部 生体医工学科 教授 小川 英邦
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